
緒　　　言

　旧約聖書の創世記に「…イシマエルびとの隊商が，ら
くだに香料と乳香と没薬を負わせてエジプトへ…」1）と
書かれているとおり，乳香（olibanum，frankincense）
は宗教の供物として使われ，古代で最も尊ばれたきわめ
て高価な物質であった2）．また，ティートリー（tea-tree，
Melaleuca alternifolia）はオーストラリアの原住民が医
療に使った長い歴史があるが3），1970年後半からはアロ
マセラピーにおいて利用されている4）．本稿では，乳香
とティートリーの二つの精油を現代アロマセラピーの立
場で比較し，それぞれの身体・心への効果を考察する．

1 ．乳香（olibanum，frankincense）について

　中東原産で，カンラン科の樹脂5）．BC1750年頃，旧約
聖書の創世記に最初の記録があり1），出エジプト記には
薫香の作り方が記録されている．また，香りの百科6）に
は精油の香気成分90種類が記されている．乳香の主成分
の特徴と効用については，川口の報告がある7）．BC2890
年頃のパピルス文書には「エジプト人が乳香とシナモン
を合わせ，手足の痛みを和らげていた」と記録されてい
る6）．ヘブライ人とエジプト人は，乳香を輸入するため
に高価な黄金なみの金銭を費やした．乳香は，儀式と祭
式に用いられ，香料，化粧品，医薬品，遺体の防腐保蔵
に使われた．それは感情を鎮め呼吸をスローダウンし，
また，深く呼吸することによって平穏さの感覚が生まれ，
芳香が煙に乗って立ち昇ることで祈りと瞑想の助けとな
った．Frankincense は，フランス語の「真の香り」を意
味し，古代で供物として尊ばれた高価な物質であった．
スペインのサンチャゴ・デ・コンポステラ（Santiago de 
Compostela）大聖堂では，巡礼の最終日にボタフメイロ

（botafumeiro：煙を吐き出すものの意味の巨大振り子）
で乳香が焚かれる．これは，ペストや伝染病が猛威を振
るった時代には，巡礼で疲労して不潔な状態の者達に対
して病の予防効果があると信じられていた．乳香は，医
療において多くの特性（神経強壮，抗酸化，免疫賦活）
があるとされ，各種の症状（炎症，抑うつ，呼吸器系疾
患，痛み，瘢痕，傷跡，感染）を和らげるためなどに用
いられてきた8）．

2 ．ティートリー（tea-tree，Melaleuca alternifolia）について

　オーストラリアのみに分布し，特にニューサウスウエ
ールズ北部やクインズランド南部の湿地帯に多く生育す
る．ティートリーはテンニン科の植物で，その葉に分泌
線の斑点を持ち，葉をつぶすと芳香性のある精油を放出
する．原住民が，咳や風邪，痛み，ただれ，火傷の手当
てに用いてきた何千年もの長い歴史がある．1770年にオ
ーストラリア南西海岸のボタニー湾（Botany Bay）に上
陸した英国海軍のジェームス・クック（James Cook）船
長によって，初めてこの「tea」植物が発見されたと記録
されている．
　先住民のアボリジニたちは何種類ものティートリーを
治療に用いていた．咳や風邪には葉を砕いて吸入させる
か，または水に浸して浸出液として用いた．葉の洗液は，
痛み，ただれ，火傷に適用された．当時ヨーロッパのほ
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とんどの研究者が，アボリジニたちについて「原始的」 
あるいは「未開の」人種であるとして，彼らの正確な知
識に対しては，ヨーロッパではほとんど注目されていな
かった9）．すでに長い歴史のあった西洋ハーブとは対照
的に，ティートリーは20世紀になって初めて薬理学的に
有効な物質として西洋に登場した．英国公定処方箋集に
オーストラリア・ティートリー精油が1949年に登場し，
静脈強壮，抗炎症，神経衰弱・不安，鎮痛，免疫賦活，
抗ウィルス・抗菌・抗真菌，帯状疱疹，抗寄生虫，放射
線防御などの効果が挙げられている8）．

3 ．乳香とティートリーとの比較

　乳香精油とティートリー精油の主要な香気成分6）を比
較したところ，共通する物質が多いことが分かった．乳
香精油には主に，octyl acetate，3, 7, 11-trimethyl-1, 6, 
10-dodecatrien-3-yl formate, nerolidol isobutyrate, 
octanol, 1, 7, 7-trimethylbicyclo[2. 2. 1]hept-2-yl acetate, 
d-limonene 他が 10），ティートリー精油には主に ter-
pinen-4-ol, γ-terpinene, 1, 8-cineol, α-terpinene, 
p-cimene, α-terpineol, α-pinene が含まれる11）．これら
のうち，主要な共通成分11種の構造式を Fig. 1 に示し
た．原産国においては非常に古くから乳香とティートリ
ー精油の身体・心への効果や効用が知られている．

4 ．香料の心身への影響について

　1928年にフランスの香料会社の化学者ルネ = モーリ
ス・ガットホセ（René-Maurice Gattefossé）は，香料が
心や身体のトラブルを穏やかに回復し，健康増進や美容
に役立つ自然療法になるとして「アロマテラピー」とい
う用語を造語した．さらに1937年には，同じタイトルの
本を出版した4）．2004年にはバック（Linda B. Buck）と
アクセル（Richard Axel）が「嗅覚受容体および嗅覚シ
ステムの組織化の発見」12）でノーベル医学・生理学賞を
受賞した．それを入り口に，香料（匂い・香り）と健康
との関連の科学的な解明に注目が集まり13），今後の大き
な研究課題となっている．科学的な証明はこれからの課
題であっても，精油はすでに何千年にも渡って伝統的に
使用され，人間の健康に良い効果を示してきた．本稿で
述べた乳香は，古来より使用され続けアロマセラピーで
は重要な精油として現代に至っている．そしてティート
リー精油も，1970年代に新しい精油としてアロマセラピ
ーに加わった9）．多くの精油については，西洋医薬のよ
うに臨床試験は行われていない．しかし，ティートリー
精油は，他の精油に比べ歴史は浅いが，1933年版 British 
Medical Journal 誌に「強力な抗感染剤．毒性なし．皮膚
感作性なし」と記載されている9, 14, 15）．それ以降は驚くべ
き作用とさらなる可能性に注目が集まり，代替療法と西
洋 医 学 の 両 面 か ら 急 速 に 研 究 が 進 め ら れ て い 
る16-18）．2000年前後に，西洋医学（対症療法）一辺倒で
はなく，伝承・経験医学や代替・補完・全体医療（全身
医療）も取り入れて健康の回復や増進を図ろうとする「統
合・代替・ホリスティック（holistic，全体）医療」の考
え方が導入され始めた．今後の課題は，その一環である
アロマセラピーが，身体・心の全体に働きかけているこ
とを科学的に証明することである．

5 ．感情に影響する精油

　芳香が感情に影響することに関しては，長い間神秘的
な問題であったが，神経免疫学によって科学的に説明さ
れ始めている．近年，身体や心と神経系および免疫系間
の相互作用に関する知識は，大きな展開を示しており，
一般的な健康に与えるこれらの複合効果が強く認識され
つつある．古代ローマの学者のアウルス・コルネリウ
ス・ケルスス（Aulus Cornelius Celsus: BC30-AD45）は

「健全なる精神は，健全なる身体に宿る」（原義は概ね「多
くを望まず，（せめて）健全な肉体とそれに健全な魂が宿
るように祈るべきである」）との言葉を残している．また
WHO 憲章では健康は，“Health is a state of complete 
physical, mental and social well-being and not merely the 
absence of infirmity”と定義されている．芳香は痛みを
和らげることで，治癒を促進するリラックス状態に導く
重要な役割を果たすと考えられている．精油が神経系に
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Fig. 1 Common chemical constituents of frankincense and tea-
tree



及ぼす影響については，多くの研究によって指摘されて
いる．鎮静作用を持つ乳香は，パニック症候群，呼吸過
多，喪失体験，抑うつ等を，ティートリー精油は神経衰
弱などを和らげる効果があるとされている．これらのこ
とから，精油の香りが身体と心の何れに作用しても，健
康に好ましい影響があると考えられる．

お わ り に

　4900年前にパピルス文書に使用方法が記録され，また
約3800年前の旧約聖書に記載されていた乳香と，アロマ
セラピーの精油として1970年後半に加わったティートリ
ー精油のふたつが，現代のアロマセラピーにおいて

「body」及び「mind」へ重要な働きかけをしていること
が分かりつつある．乳香とティートリー精油は，共通の
香気成分が多くあり，類似性が大きい．2000年前後から
統合・代替・ホリスティック医療等の考え方が導入され
始め，著者（浅田）は看護師をしながら，2000年に英国
IFA（アロマセラピスト国際ライセンス）を取得した．
終末期・緩和・喪失等のケアに目が向けられてきた時代
だった．現代西洋医学においても，治療できない疾患や
症状は確実に存在する．自分で好きな時に，好きな香り
を使って予防や治療を行いながら，身体・心への働きか
けをすることは可能と考えられる．乳香とティートリー
精油は，健康管理をする上にも有効な精油であり，こう
した目的に役立つことを願う．
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